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１．目的と特徴 

東京女子医科大学附属東洋医学研究所は、わが国の伝統医学である漢方医学を継承発展させ、

漢方医学の現代医療における役割を追求することを中心任務とする施設である。近代医学の基本

診療科の知識および技術を修得後、漢方医学の専門的知識と技術を併せ持つ診療が実践できる医

師の養成を目標としている。 

 

２．研修施設 

 基幹施設：東京女子医科大学附属東洋医学研究所 

研修協力施設：基本科専門医・認定医取得のための施設、学内各科と交渉予定 

 

３．研修カリキュラム 

 Ａ：一般目標 

患者および医療従事者から信頼される医師の養成をめざす。そのためには、まず漢方医学

の専門医として、漢方医学の診療に関する基礎的な知識ならびに技術を習得し、その上漢

方医学の理念、その基盤をなす哲学的な面をも理解し、実地臨床に応用できる能力をもつ医

師でなければならない。また近代医学の知識の習得も同時に努力し、全人的医療を担うだけ

の知識および技術の獲得をめざす。さらに、医療人である前に一人の人間として、常識を備

え、豊かな人間性、幅広い見識をもち、漢方医療を通して医療に貢献する使命感と責任感を

もつことも必要である。この面でも本人が気づくよう指導する。 

 

 Ｂ：行動目標 

  １）漢方医学の診療に必要な基礎的知識、技術を習得し、実地臨床に応用する。 

  ２）指導医師およびメディカルスタッフと協力して、患者の問題を発見し、解決をは

かる。 

  ３）患者や家族から話を聞き、訴えを受容できるようになる。 

  ４）患者の訴えることに十分関心を示し、丁寧な診療を行う。 

  ５）患者、家族に病状および治療方針について納得のいく説明を行う。 

  ６）医療安全管理の基本を理解し、実践できる。 
  ７）患者の病態に応じた検査を実施しあるいは専門医への紹介ができる。 
  ８）治療方針について指導医と相談する。 
  ９）カンファランスに参加し、討論に加わる。 

10）学会に参加し、発表する。発表内容を論文として投稿する。 
11）漢方医学の古典に親しむことにより、技術的知識ばかりではなく、漢方医学の生命感、

疾病感など漢方医学の理念を会得する。 

12）漢方医学ならびに近代医学の最新の医療情報を取得する。 
13）診療録、診断書、報告書を正確に記録する。 

14）日本東洋医学会専門医取得のための申請資格を得て、さらに専門医の取得をめざす。 

15）上記すべてに対して下級後期臨床研修医の指導にあたる。 

  



Ｃ：年次別研修スケジュールと研修内容概略 

以下は基本的なスケジュールであり、変更となることがある。 

 研修場所 内   容 

1年 内 科 本院あるいは足立医療センターにおいて基本診療科（内科）研修 

2年 内 科 
本院あるいは足立医療センターにおいて基本診療科（内科）研修 

内科認定医受験資格の獲得 

3年 研究所 

約３ヶ月指導医の外来見学。その後週２日ほどの外来担当。 

他に診療補助。漢方医学の基本的概念および基本処方運用法の理解。漢
方医学古典および生薬の学習。学会発表 

4年 研究所 

週３日～５日の外来担当。他に診療補助。 

漢方医学古典および生薬の学習。特に傷寒論・金匱要略の概要および近
世医学書の学習。学会発表 

5年 研究所 

同上 

黄帝内経の概要の理解。学会発表および論文作成 

後輩医師の指導 

*注：基本診療科の認定医あるいは専門医の認定者は、３学年に編入する。 

 

Ｄ：週間予定 

以下は基本的なスケジュールであり、変更となることがある。 

 朝（8～9時） 午  前 午  後 夕  方 

月 クルズス・症例検討会 外来・診療補助 外来・診療補助 ミニ症例検討会（随時）

火  外来・診療補助 外来・診療補助 ミニ症例検討会（随時）

水  外来・診療補助 外来・診療補助 第１：古典・処方勉強会

木  外来・診療補助 外来・診療補助 
第１：生薬勉強会 

第３：医局勉強会 

金  外来・診療補助 外来・診療補助 ミニ症例検討会（随時）

土  外来・診療補助   

 

Ｅ：評価 

指導スタッフおよびメディカルスタッフから逐次評価を受ける。漢方医学に関する評価項

目については、日本東洋医学会研修カリキュラムに準ずる。 

他科あるいは他院で研修する場合は、当該科あるいは当該施設の評価システムにしたがっ

て評価を受ける。 

 

４．後期臨床研修修了後の進路 

後期臨床研修修了後、東京女子医科大学附属東洋医学研究所に就職を希望するものは、東洋医

学研究所所長と相談し、助教として採用も可能。 

 

５．学位 

 研究論文が掲載された後、本学教授・基幹分野長を指導教授として、医学博士の学位申請が

可能である。 

 

６．専門医 

日本東洋医学会認定専門医の受験申請資格が取得できる。ただし基本診療科の認定医あるいは

専門医の取得後、日本東洋医学会入会歴が３年を経過した時点で受験可能となる。 

 

７．入局に関する問い合わせ 

〒162-8666 東京都新宿区河田町8番1号 南館1階 
東京女子医科大学附属東洋医学研究所 
(Tel) 03-6709-9024  (Fax) 03-6709-9027 
(e-mail) ikyoku.bd@twmu.ac.jp 


